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は　じ　め　に

県博物館は、生涯教育の一翼を担う社会教育

機関として、開館以来13年日を迎え、年々充

実してまいりました。この間、県民の皆さま方

のご協力や、関係の方々のご指導に対しまして、

厚く御礼申しあげます。

博物館の機能は、資料の収集・整理保存・調

査研究・教育普及活動でありますが、これらの

事業に対しましては、皆さま方の要望に応え、

その推進を図ってまいりました。

昭和62年度には、春・夏・秋の特別展、冬

の資料紹介展、県博日曜講座を始め各種催し物

を開催してまいりました。また一昨年から2年

に渡る事業として、徳山の民家の移築復元工事

を完了しました。今年度は、中部未来博88が開

催される記念すべき年であり、当館としまして

は、協賛事業として夏の記念展に「中山道一美

濃十六宿」を開催いたします。諸事業につきま

しても、さらに充実した内容とし、県民の皆さ

まのご期待にそうよう努めていきたいと考えて

います。

ここに昭和62年度の活動記録をまとめた岐

阜県博物館報第11号をお届けいたします。こ

れまでのご理解とご支援に心からお礼申し上げ

るとともに、今後とも、ご指導ご鞭接を賜わり

ますよう、よろしくお願い申し上げます。

昭和63年4月1日

岐阜県博物館長　森崎　利光
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I　博　物　館　概　要

〔設置日的〕

岐阜県の人文、自然両分野にわたる諸資料を

公開し、あわせて教育普及活動を行うことによ

り、広く県民の学習の場となり、また文化財保

護の精神の洒賽に役立て新しい教養と文化の発

展に寄与することを目的とする。

当博物館の基本的な性格と、資料収集・展示

椀成及び事業運営についての基本的な方針は次

のとおりである。

。基本的性格

岐阜県の人文（考古、歴史、民俗、美術工芸）

自然（動物、植物、地学）等に関する諸資料を

収集、保管、展示、調査研究およびその活用を

はかる総合博物館である。

学校教育・社会教育との密接な連携をはかり、

利用者が楽しく学習することができて、未来へ

の探究心と創造性を開発させるような生涯教育

機関である。

県内の博物館および相当方轍との連携をとり、

資料の交換、提供をはかり、本県の中央博物館

としての役割をはたす内容と設備を有する施設

である。

資料の開発および保存活用について、専門的

な調査研究を推進する機関である。
。資料収集

県内の考古・歴史・民俗・美術工芸、自然等

に関する資料を収集する。

資料は、実物を中心とするが必要に応じ厳密

な考証にもとづく復元模型を含める。

寄贈、寄託、借用、購入等によって収集する。
。展示構成

展示は、常設展示と特別展示とする。

常設展示は、総合展示と課題展示とし、それ

ぞれ人文、自然の二部門に分ける。総合展示は、

だれにも親しめるように平易な展示を心がげ、

本県の歴史の発展の概要と、自然環境の概要を

理解しやすく展示する。課題展示は、内容にお

いて、前者よりやや高度のものとする。

展示の内容は、（1）生涯教育の場として、幅広

い層に親しめる展示、〈2）単なる資料の羅列では

なくストーリーのある展示（3）総花的展示を避

け、各時代の特色やテーマの本質をとらえた展

示（4）出来る限り実物資料を展示するが、さら

に図表、模型等多種類の資料の活用（5）視聴覚

機器などを取り入れ観る人に強く訴える設備

（6）解説等はわかりやすく理解できるものとする。

展示室の主題と内容は次のとおりである。
・人文総合展示（人文展示室1）

主題「郷土のあゆみ」原始時代から近代、現

代に至るまでの歴史の流れと、各時代の特色を

わかりやすく展示する。

・自然総合展示（自然展示室1）

主題「郷土の自然とおいたち」郷土の自然の

あらましを生態的にわかりやすく展示する。
・人文課題展示（人文展示室2）

主題「郷土の美術工芸」特色ある郷土の美術

工芸を部門別、時代別に展示する。
・自然課題展示（自然展示室2）

主題「郷土のさまざまな自然」特色ある自然

物や事象をテーマ別に系統的に展示する。

特別展示室には、特定の企画とテーマを設け

て年に数回展示する。

。事業運営

資料は、本県の歴史的発展の立場から価値の

あるもの、また県内の自然にかかわる価値のあ

るものを保全し、収集保存する。

常設展示は、県民の学習に役立たせるため、

展示構成の充実をはかる。

特別展示は、テーマの設定に配意し内容の充

実をはかる。

調査研究は、資料に関する専門的技術的な調

査研究と資料の展示、保存に関する研究を行う。

教育普及は、各種の催しものを通じて県民の

理解と関心を深め、生涯教育の場づくりをする。

併せて各種の啓発活動を推進する。
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〔沿　革〕

岐阜県博物館は、置県100年の記念事業の

1つとして、昭和51年5月5日にアカマツの

自然林の中に開館した。

県内各地の豊かな資料をもとに、常設展示は

自然展示室l・2、人文展示室l・2、に分か

れ、郷土岐阜県を紹介した総合博物館である。

なお、年に数回の特別展も開催している。

博物館建設準備段階からの沿革は次のとおり

である。

昭和46年3月　岐阜県百年記念事業推進委員会

において、博物館の建設を決定

4月　教育委員会社会教育課に博物館

準備担当を配置

8－9月　博物館懇談会を設ける

昭和47年4月　博物館開設準備室を設置

展示委員会をつくる

昭和48年8月　起工式挙行

昭和49年3月　展示実施計画できる

10月　定礎式

昭和50年3月　展示工事着手

7月　本館建築竣工

昭和51年1月　展示工事完了

4月　岐阜県博物館条例公布

岐阜県博物館設置

展示資料等製作完了

5月　開館記念式典挙行一般公開

巨匠三人展・スポーツ栄光展

7月　皇太子同妃両殿下行啓

8月　特別展「ふるさとの文楽」

入館者10万人を突破

10月　入館料徴収開始

11月　特別展「熊谷守一展」

昭和52年5月　特別展「日本伝統工芸秀作展」

入館者20万人を突破

7月　特別展「郷土の化石展」

11月　特別展「鉄斎＿i

昭和53年4月　入館者30万人を突破

特別展「濃飛の甲胃」

7月　特別展「世界のコガネムシ」

10月　特別展「能面と装束」

昭和54年4月　入館者40万人を突破
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4月　特別展「濃飛の先史時代」

7月　特別展「世界の貝」

10月　特別展「濃飛の文人」

昭和55年4月　特別展「宝暦治水と薩摩藩」

5月　入館者50万人を突破

7月　特別展「化石の世界」

10月　特別展「蓑虫山人」

昭和56年4月　特別展「美濃の絵馬」

5月　入館者60万人を突破

7月　特別展「御岳山は生きている」

10月　特別展「ふるさとの美濃古陶」

昭和57年4月　特別展「高賀山の信仰」

入館者70万人を突破

7月　特別展「ふるさとの植物」

10月　特別展「東洋の貨幣」

昭和58年4月　特別展「岐阜県の考古遺物」

5月　入館者80万人を突破

7月　特別展「長良川」

10月　特別展「郷土の生んだ先覚者」

昭和59年4月　特別展「濃飛の戦国武将」

7月　特別展「ふるさとの昆虫」

8月　入館者90万人を突破

10月　学習室ビデオスタディコーナー

設置

10月　特別展「美濃の蘭学」

昭和60年4月　特別展「濃飛の縄文時代」

7月　特別展「鉱物の世界」

10月　特別展「美濃の刀剣」

入館者100万人を突破

12月　自然展示室Hを改装

昭和61年4月　特別展「徳山の四季とくらし」

7月　特別展「奥飛騨の自然」

9月　人文展示室Iを改装

10月　開館10周年記念式典を挙行

開館10周年記念展「．ふるさと

の祭り」

昭和62年4月　特別展「濃飛の弥生時代」

7月　特別展「外国から侵入した生き

ものたち」

10月　特別展「飛騨の匠」

旧徳山村民家移築復元

昭和63年1月　自然展示室Iを改装



〔施設・設備〕

1．博物館
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2．屋外施設
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（1）自然観察のこみち

館内における“郷土の自然〝の展示に対応し

自然環境の中の生きた展元物として、季節とと

もに移り変わる自然のすがたを見ていただくこ

とを目的としたこみちです。

（2）旧徳山村民家

全国でも余り例をみない全村水没という事態

を迎えて、徳山村は開村となりましたが、徳山

の生活を後世に語り継ぎたいと願い、当時徳山

村戸入在住の宮川澄雄さんから家屋の提供を受

け、昭和62年10月7日、移築復元を完了しま

した。

（民家のあらまし）
・様　式　　木造2階建かやぶき　南平入り

・建築年代　幕末から明治初年ごろと推定

・主　材　　ブナ・トチ

・屋　根　　入母屋式

切り落し窓つき
・建面積　136．25Hf

・延面積　　222．890千

・聞取り　　右図参照
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昭和60年度には新たに百草園を設け、また、

昭和62年度には博物館の玄関に至る階段の登り

口付近からも行けるように約230m延長しま

した。
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Ⅱ　昭和63年度　組織・運営

〔組　織〕

1．機　構

（分　　　掌）

考　　　古

歴　　　史

民　　　俗

美術・工芸

昭和63年4月1日現在

職　　　　名 倩�����kﾂ�職　　　　　名 倩�����kﾂ�

館　　　　　　　　長 �����ﾞ���y���ﾏR�〔学　芸　部〕 �+���ｸ����(��ﾎ��

次　　　　　　　　長 ��)68��dﾂ�oi�8���学　　芸　　部　　長 

〔総務課〕 刮ﾛ長補佐（兼）人文係長 ��H���X��ﾄ���Oﾂ�

課　　　　　　　　長 刳w芸主事 　′′ 教諭（研修） 冖ﾈ�������8��ﾕ��

庶　　務　　係　　長 儖h��nﾈ��ﾋ8��ﾅｲ�儖h��ｭh������岐�

主　　　　　　　　事 刎���ﾊ����ﾘ��k����ﾈ���8������幹�

主　　　　　　　　任 伜(��ﾏｸ��ﾔ������教　　育　　主　　事 俑���皐��楮��jB�

技　　　　　　　　師 凩�������ﾞﾈ��&｢�課長補佐（兼）自然係長 ��ﾘ��曰��W���&｢�

課長補佐（兼）管理係長 兀���68���8��Oﾂ�学芸主事　（学芸員） 俛���ﾏX���8��ﾔr�

主　　　　　　　　事 ����:���Y���ｶ��学　　芸　　主　　事 �(h��8x�����Y�2�

業務嘱託員 ′′ ′′ ′′ ′′ ′′ ��H��YH���H��Oﾂ�学芸主事　（学芸員） ����:���躪����

山　口　誉里子 乂x��ﾇﾈ���ｨ���X��蹴�長谷川　道　明 

石　井　敬　子 仆8��支��X���ｷ���ﾅx��+r�馬　渕　　　隆 

佐　藤　育　栄 乂x����ﾇﾈ����皦����饕�大　平　高　司 

三浦佳子 土田みゆき 乂x��ﾇﾈ���ｨ���X��蹴������b�大沢淳一 青木　修 

ー7－



3．博物館協議会

当協議会は、博物館の運営に関し、館長の諮問に応じ、又は意見を述べる機関として、岐阜県博

物館条例（昭和51年）第2条の規定に基っいて設置され、委員は次のとおりである。

◎・‥会長　　〇・・・副会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年4月1日現在

氏　　　名

◎林　　　金　雄

○土　屋　　　斉

坂　倉　又　吉

溝　脇　昭　人

野　村　忠　夫

福　井　豊　海

古　田　文　兵

佐　野　　　晃

片　桐　　　孝

青　木　秀　英

篠　田　　　薫

住　　　　　　　　　所

各務原市那加雲雀町37－2

大垣市荒尾町1077

羽島市竹鼻町2733

岐阜市鷺山186－1

稲沢市下津町束国府34

各務原市っつじか丘2－130

美濃加茂市中富町1－2－31

岐阜百薬野乗3－447

岐阜市五坪町1450コーポ田袖E－107

本巣郡真正町下真桑1148－1

岐阜市粟野西1－10

現　　　　　　　職

岐阜大学名誉教授

㈱大垣共立銀行取締役会長

千代菊㈱取締役社長

岐阜新聞社論説委員

岐阜大学教育学部教授

岐阜県高等学校長協会会長

岐阜県中学校長会会長

岐阜県小学校長会会長

岐阜県私立中学高等学校協会会長

岐阜県公民館連合会会長

かぐや第三幼稚園副園長

当初予算額（単位　千円）

区分 �����ｨ�����昭和61年度 傴ｩ��c)D�7������3�cb�昭和63年度 

歳 入 �9，530 �12，528 

亡÷÷・一一一一一一÷十一÷昌一－＼一一一一書・一 剴#s��12807 31，460 

運　営　費】　26，508　　　30，453　　　31，86g 轟管 

博日 曜、施設管理費　　81，761　83，609　　79，295 劔80，125 

物運 　営博物館協議会費　284　　308　　308　　308 憶館訊 

桟i日活理　詰　108，553日14，3701117472」一11，893 

二「薬事可‾i‾‾‾請‾‾‾‾‾‾‾‾‾請「‾‾‾‾‾毒口‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾2品 
博純寸葦イ難…　　0　14，100　18，0坤　　0 

紺寺別展示費　7剛10両　7，200　10，000 自 軍資料収集管瑚　1，300　1，940 剴��3鼎��������(�3�cB�

L」業i教育普及活動費　　2，400　　　2－400 剴(�8�)/���(�3H�(�"�
出 　費調査研究費　　600　　600 剴c������������������c���

計　　　　　　　34，579　　　　　52，319 剴S(�3C度����������3h�3SC2�

合　　　計　　　　　143，132　　　166，689 �163969　－　　148，436 

－8



〔事業計画〕

展示活動

期　　聞 ��

1階自然膿示重は郷土のFl黙、2階人文疲示室は郷土のあゆみと実1肛芸を展示。 

4／27一一6／19 7／13・〉9／15 侈v儘�,ﾉLi�X+�ﾊ�.x.ｨ.�<�tﾈ,��iZ�/���Z蔚ygｸ/�(i�8,�5x麌+X��+ｸ,ﾉY因H+8,i]ｸﾎﾂ�

一一一一守ろう．／湿原の毘重な生物」 凾ﾌ大切さを紳介する。 

「中山道一美狽十六滴」 剏_機十六緬を中心に中山道の歴史、旅のようす、中iii道を中心とした美減文化な 　「 

告∴∴甲∴∴黒 ��中生代の化石を紹介するとともに、化石を通して鮪明されつつある中生代の日本 

民　　　具 �� 

人里の動物 �(�����ﾃ8��3��身近に生息する動物の生態や人とのかかわりを紳介する。 

移　　　　　動　　　　　股 度��#x�ﾃ��縒�根尾村文化センター　　県内にみられる植物や動物を刺し葉棟木や判型標本で紹 
8／10－8／22 ��

期　Il ��������ｸｻ2� �>�����������������������������������vR�

∴∴一 店����織 ��湿原における生物柚とその自然保護∴名古屋女子大半∴佐藤　正孝民 7／31 劔��;�/�辷*h+ﾙ�ﾈ������ﾋ8ｯ)Xﾈﾊy��讓��{�y+x���鞅ﾘ��蕀YH���

9／11 剪�

10／30 劍峪��*�.x-ﾘ+ﾘﾍ(�8ﾘ)+��洩ﾈﾌ8夐�Y�8ｻ8���������鏐ｹｹ�ﾉ.��郁��

11／20 剪�

4／29 儉｢�i ��

② 店�絣�� 

③ 店��#"�� 

④ 塗������ 

⑤ 度������ 

⑥ 嶋��#��� 

⑦ 祷���R�� 

⑥ 祷��#R�� 

∵申 ����纈�� 

⑲ �����#2�� 

⑪ �����#r�� 

⑫ �����R�� 

⑩ �(���"�H��#B�剋dlr　　　　i　　＼、メ 

30 30 50 30 30 

6／0 7／23・24 ��X�������育����

9／23 ����

11／6 ����

5／3 ��X���������r�30 40 40 40 40 40 樟 ��

5／29 剪�

8／14 剪�

8／21 剪�

11／23 剪�

12／4 剪�

12／11 剪�

12／18 剪�

2／26 �� ��

9／18 ��膏 ��

ll／13 剪�

5／8 10／2 儷(ﾋ��L｢���

＼がえ � 

∴∴一 劍�X-8.�+8,h,ﾉ-ｴ��ｩ~x��5�8�486��｢�
「回目道を捗く」（16mm） 

「中生代の化石」（スライの 
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Ⅲ　昭和62年度のあゆみ

職　　　　名 倩�����kﾂ�職＿＿　　　名 倩�����kﾂ�

館　　　　　　　　長 �����ﾞ���y���ﾏR�〔学　芸　部〕 �+���ｸ����(��ﾎ��

次　　　　　　　　長 ��ﾉYI�R�､9�,8ｮﾉ��学　　芸　　部　　長 

〔総務課〕 剋蜚C学芸主事（兼）人文係長 ��X������ｺx��裵�

課　　　　　　　　長 刳w芸主事 　′′ 教諭（研修） 冖ﾈ�������8��ﾕ��

庶　　務　　係　　長 儖h��nﾈ��ﾋ8��ﾅｲ�儖h��ｭh��������

主　　　　　　　　査 粕侭%ｸ�������2���ﾈ���8������(��

主　　　　　　　　任 伜(��ﾏｸ��ﾔ������学　　芸　　主　　事 傅ﾈ���ﾈ���������

技　　　　　　　　師 凩�������ﾞﾈ��&｢�主任学芸主事（兼）自然係長 ��ﾘ��曰��W���&｢�

主任主査（兼）管理係長 亳x��ﾋH��W���Tb�学芸主事（学芸員） 俛���ﾏX���8��ﾔr�

主　　　　　　　　事 ����:���Y����2�学　　芸　　主　　事 傅ﾈ������ﾄ���ﾏR�

業務嘱託員 〃 〃 ′′ ′′ ′′ ��(���(��ｴﾘ�����学芸主事（学芸員） ����:���躪����

古　田　佳　子 乂x��ﾇﾈ���ｨ�����X����蹴�長谷川　道　明 

織　部　清　美 仆8��支��X���ｷ���ﾅx��+r�馬　渕　　　隆 

山　口　誉里子 仆8����支����皦����饕�今　井　雅　巴 

石井敬子 佐藤菅栄 乂x��ﾇﾈ���ｨ���X��蹴������ﾈ�ﾂ�大沢淳一 青木　修 

〔日誌抄〕　　　　　　　　　　　　　　　　　4．3　出光美術館職員来館

人事異動　　　　　　　　　　　　　　　12　日曜講座「三原山の噴火を考える」

退職　館　　長　　　　　　　廣田　照夫　　　22　特別展「濃飛の弥生時代」開場

次　　長　　　　　　　　野々田幸雄

学芸嘱託員

転出　学芸部長

主任学芸主事粥自然係長

教育普及係長

学芸主事

転入　館　　長

次　　長

学芸部長

主任学芸主事鎌）自然係長

教育普及係長

教　　諭（研修）

鈴木　　功

山田　康夫

中野　敬一

石田　　興

平田　公二

森崎　利光

西部　　廉

鳥居　甚吾

曽我　敏男

馬淵　　隆

川瀬　善悪

（6月7日まで）

24　四館連絡会議

26　日曜講座「郷土の先土器時代」

29　自然観察会「百年公園の春の植物」

5．2　名古屋市博物館職員来館

5　親子教室「火おこし器をっくろう」

10　日曜講座「庭や畑の雑草」

′′　民俗芸能実演「．ふるさとの芸能と太鼓」

17　日曜講座「‾縄文から弥生へ」

24　特別展講演会「‾弥生から古墳へ＿1

25　全館害虫轍鮒肖毒

31自然観察会「津供用の水生昆虫」

新任　学芸嘱託員　　　　　　　長谷川道明　　6．2　岐阜県博物館協議会

62年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　鹿児島県青年交歓会一行来館

4．1「岐阜県博物館報」第10号発行　　　　　　7　親子教室「弥生土器をっくろう」

〃　「博物館だより」第32号発行

－10－



6．14　日曜講座「ムシの世界」

28　日曜講座「水辺の植物」

”　横浜市文化財調査委貞一行来館

7．1「博物館だより」第33号発行

12　日曜講座「岩石とそのつくり」

15　特別展「外国から侵入した生きものた

ち」　　　　　　（9月15日まで）

19　親子教室「拓本をとろう」

20　鳥取県立博物館職員来館

21総務庁統計調査都職員来館

25．26　自然観察会「板取川上流の自然」

轟　一m聞　器李 劔互讐ここ国書圏8g ／、、’野 � 

士 ��羅 ∴∴ � 

∴∴ 劔剏� く高言高＼ 

監三霧／ �� ����X�hﾋ��b�+�H���������b�凵�Aヽ ∴∵∴● 

（遥 

7．26　日曜講座「古代の交通」

29　移動展「ふるさとの植物と動物たち」

（笠原町中央公民館8月9日まで）

＋ ��8��耳����靈譏�R�

諾登臨∴∴差薬磐 ； 

喜田／ ��“““漢‘量事′ nSSS国書、 ∴－－ ��

30　「走る県政バス」一行来館

8．2　特別展講演会「身近な帰化昆虫」

4　岐阜県大学図書館協議会一行来館

5　全国生物教育研究会岐阜大会一行来館

8、5　神奈川県立博物館職員来館

〃　「走る県政バス」一行来館

7　岐阜県教育委員視察

9　日曜講座「帰化植物」

12　移動展「ふるさとの植物と動物たち」

（瑞浪市総合文化センター8月23日

まで）

16　親子教室「竹細工」

23　日曜講座「帰化昆虫」

9．1．ふるさと写真展「中山道の今昔」

（応募作品なく中止）

7　鳥取県立博物館職員来館

13　日曜講座「帰化動物」

20　自然観察会「秋に鳴く虫」

22　「走る県政バス」一行来館

23．ふるさと探訪「瑞浪、善師野の自然を

訪ねて（化石・植物）」

27　日曜講座「変りゆく植物社会」

30　東京都練馬区教育委員会職員来館

10．1「博物館だより」第34号発行

4　民俗芸能実演「ふるさとの芸能と太鼓」

′′　講演会「日本列島にゾウのいたころ」

7　特別展「飛騨の匠」開場

（11月23日まで）

妄言≡重　義藷霜轟謹　左目

11日曜講座「薬草の効用」

一一11－－



10．12　全館害虫駆除消毒

18　特別展講演会「飛騨の匠と高山祭屋台

彫刻」

総理府人事課職員来館

埼玉県企画総務課職員来館

青森市森林博物館職員来館

日曜講座「徳山の歴史と文化」
〃 言、。， ）、離 

／／二 � 

奈 ��h�h耳�h������｢��(���育���(�ﾂ�ﾇy8Xｩ｢�

29　三重県建築技術センター一行来館

11．1　自然観察会「百年公園の秋の植物」

3．ふるさと探訪「中山道を歩く（東濃路）」

8　日曜講座「飛騨の匠の歩んだ道」

13　建設省市街地建築課職員来館

15　親子教室「木彫り」

16　岐阜県教育委員視察

17　浜北市教育委員会職員来館

19　台湾国立芸術学院教授来館

22　日曜講座「トンボの生活」

29　親子教室「凧づくり」

十∴＼ 

部 劍紘����c��

煎輯配嘩 　義蜜 

12

12．6　親子教室「版画あそび」

雪： ��陌ﾘﾄX�����謦���������ﾋ��*B�

＼ ��

寧i：「墾濁音上譲 

「、∴ ＼＼藷望 ���､��������

8　栃木県立博物館職員来館

9　中国江西省文物展調印国一行来館

撼離 　陸1／人～ 鳴��� ����

13　日曜講座「鉱物と私たちの生活」

15　資料紹介展「はかり」（1月31日まで）

20　親子教室「しめなわづくり」

63年

110　日曜講座「はかりと歴史」

24　日曜講座「古代の美濃とムゲツ氏」

27　全館消防訓練

2．14　日曜講座「野鳥を友に」

17　国立科学博物館職員来餌

′′　資料紹介展「身近な資源一一石灰岩－＿」

（4月10日まで）

19　三重県員弁町教育委員会職員来館

22　岐阜県博物館協議会

26　秋田県立博物館職員来館

28　日曜講座「石灰岩と私たちのくらし」

3．4　山形県立博物館職員来館

13　日曜講座「濃飛のやさもの」

17　春日井市文化財保護審議会委員来館

22　全館害虫駆除消毒

27　日曜講座「‾明治時代における岐阜県の

発電」

31「岐阜県博物館調査研究報告」第9号

発行



〔実施事業〕

本年度は、展示活動において例年並みの活動であったが、教育普及活動については、4月の初め

から3月末まで実施した。より多くの県民の方々の参加を願ってのことである。しかし、参加総人

数は1，341名で、昨年より減少した。参加しやすい時を考慮しての計画が必要であった。

展示活動

事　　　　業　　　　名 弍ｨ����ｭB�主　　な　　展　　示　　内∴∴谷 

常　　　　　設　　　　　肢 ��1階自然展示室は郷土の自然、2障人文展示室は郷土のあゆみと美術工芸を展示。 
刀剣コーナーは年4回展示替え。 

4／22－6／7 僭ﾙ>�68贓;兒�/�(i�8,���nﾙ�i�ﾈ,ﾉ�hｨ閏h嶌/��ﾘﾘy4�,�5x麒��櫁+x.��"�

7／15～9／15 侈y>�,YZｩWｨ/�ﾔﾈ+�,H*(.亢�峪y9Z�/���櫁+x.��"�
〝　　飛婿の院 ����繆�ﾃ����#2�建築、一位細工、巻鹿塗、高山祭屋台彫刻の数々を紳介する。 

社会生活に必理由よかりやその橘陵を測る道真などを展示する。 
2／17′一一4／10 ��

移　　　　　動　　　　　展 度��#��ﾃ��纈�笠原田壇央公民館　　　　　　県内にみられる植物や動物を押し葉標本や剥製 
8／12－8／23 ��

事業名 弍ｨ����?｢�対∴∴教 �.�R�円　　　　　　　　　　　　　　　谷 伜����ﾉ�B�

5／24 倩�� ��146 78 

8／2 剪�

10／18 劔O(ｷ(,ﾈ��,hﾘ(�(ﾝY6��H���������������ﾘ(�(�8ｻﾙ7亊�+x�Xｭｸ�(����l韋��62 

識∴∴韻∴∴会 ����紕� �� �#��

（D 滴���"�搬 ��三原山の噴火を考える 澱�

② 滴��#b�刹ｽ土の先土器時代　　　　　　　　　　日本考古学協会員・吉田　英数氏 ��3��

③ 店�����剩封ｨに親しむための入門講魅①　陸や畑の雑草 �#��

④ 店���r�� 田��

⑤ 塗���B�刄�シの世界！ 唐�

⑥ 塗��#��剄ﾗ物に期しむための入間離魅②　水辺の植物 ����

（D 度���"�刳竦ﾎとそのつくり（岩石の顕微鏡観察） �#��r��r��"��r�2�3B�3��C��

⑧ 度��#b�� 

③ 嶋�纈�� 

⑲ 嶋��#2�凵i2）昆虫 

9／13 劍��8�ｩ:饂��

⑫ 祷��#r�剞A物に親しむための入門講座（①∴変わりゆく捕物社会 

⑬ ��������� 

⑭ �����#R�剴ｿ山の歴史と文化　　　　　　　　　　　　郷土史研究家・大枚富士夫民 

⑮ ����繧�� 

⑯ �����#"�� ��B��B�

⑰ ��(���2�� 

⑲ �������刪齒¥ ��2�

⑱ ⑳ ����#B�(���B�凾ﾓるさとの日代囲　舌代の美濃とムケツ氏 鼎"��B�

② �(��#��� ��2�

㊧ �8���2�� �����B�

㊧ �8��#r�� 

4／29 ��30 50 30 ��22 25 

易I！宙0　3を　ノヽ 店��3��剪ﾃ併Iiゆ水生昆虫 　　“角、 7／25・26 9／20 剪�38 15 14 

11／1 剪�

5／5 ����50 

6／7 剪�46 

7／19 8／16 劔��gｸ/�,h.ｸ,"�9 24 23 

11／15 劔m�*H.�����������������������������������m�*H.胃xﾔ育H�X�)68��|x譏���

11／29 劔�ｨ,8*ﾘ.�������������������������������������'ﾈﾝxﾔ育H�Y�靈���[iu冕��28 

12／6 劔LX柯*�+ｸ-��26 55 

12／20 剪�

9／23 ��X��*�.h-�自L｢�40 ������YX�圸nﾈ,ﾈ齷�(/�dｸ,ｸ,B�39 

11／3 剪�36 

民俗芸能実績 店��������紕�般 �� ��

古生代の化石（3・4月）ふるさとのチョウ（5・6月）陸や畑の雑草 ��

入館者対象 劍�度�S以��ｨ-8.�+8,h,ﾈﾗｩZ��祷�S��ﾈ��ｨ-8.�+8,h,ﾈ6x987ｸ�����S�(ﾈ��｢�

紅葉する植物（l・2月）石や土で作った道具（3・4月） 
4／22・－6／7 �?ﾈ����ｭ����稲����Ynﾙ�h鳬�8,ﾉ[h嶌�h�鋲E(�｢�1，683 

7／15－〉9／15 劍�Y��?ﾈ+x.��iZ�+ﾘ+��h��5�8�48,ﾂ�1。290 

10／7′－11／23 劍�YO.<H,ﾈﾝX,h���h�鋲E(�｢�3，660 
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〔常　設　展〕

（1）刀剣コーナー　　　当館では、人文展示室2に刀剣コーナーを設け、美濃の刀剣を中心に展

示している。例年4回の展示替えを行っているが、今期は特別展「飛騨

の匠」開催のため第2期の資料を第3期まで継続して展示した。昭和62

年度の年間展示資料は下記の通りである。

第　1　期 ��h��(��ｯｨ�Y�h��8��ｯ｢�第　　4　　期 

4月28－7月19日 度ﾈ�#�?ｨ����ﾈ�#Y?ｨ��(ｯｨ�｢���ﾈ�#y?ｨ���ﾈ�#I?ｨ��8ｯｨ�｢�1月26日～4月26日 

刀　無銘　　志　　津 �8���k9l�����躪����,2�，刀　無銘　志　津 

刀　無銘　　直江志津 �8���k9l�����+ﾈﾕﾙe�,2�I i刀無銘　直江志津 

刀　銘　　　濃州赤坂住兼元 �8���l�������Eｨ�)�Hﾞ(�ﾉ8ﾋ2�一　刀　銘　　渡川赤坂住兼元 

短刀　銘　　兼　　任 �8���l�������ﾉ8����;��太刀　銘　　兼　　光 

脇指　銘　　兼　　景 �8���l��������X����;��太刀　銘　　長谷部国信 

脇指　銘　　丹波守吉道 ���8���l�����Fy[ﾘﾗ8���脇指　銘　　丹波守古道 

槍　　銘　　相模守藤原政常 �8���l�������ﾙ������ﾒ�…　　格書幅喜劇 

太刀　銘　　長谷部国信 ��H��l���������69n��ﾘ椶�お座敷なた 

（2）スタディ・コーナー

動物・植物・地学の各分野毎に輪番で、学芸

活動のさゝやかな発表の場として、トピック的

な問題をとりあげたり、小さなテーマを設定し

て、学習コーナーとして活用しながら紹介して

いる。

「古生代の化石」……………‥・………3－4月

化石の産地として日本でも有名な上宝村福地

や、大垣市赤坂町会生山を中心に、古生代の化

石を紹介。

「ふるさとのチョウ」…………………5－6月

ギフチョウを含めて、身近なチョウを中心に、

岐阜県に生息するチョウを紹介。

「庭や畑の雑草」………………………7－8月

庭や畑には、嫌われている雑草が毎年同じよ

うに生える。このような雑草の種類や生育のメ

カニズムを紹介。

「ふるさとの鉱物」……・・…………‥9－10月

岐阜県内の、全国的にも有名な鉱物の産地であ

る中津川市苗木地方や、神岡鉱山などで採集さ

れた鉱物を中心に紹介。

14－

「ふるさとのトンボ」…………………11－12月

岐阜県に生息するトンボの仲間を、山岳・平

地・湿地など生息地域別に実物標本で紹介。

「紅葉する植物」………………………1－2月

モミジの仲間でも、赤く紅葉する種類から黄

色に変化する種類までさまざまである。

紅葉の美しい実物標本を展示し、紅葉のメカ
ニズムを紹介。

「石で作った道具」……………………3ノー4月

私たちの祖先は、遠い昔から右を毎日の暮し

に利用してきた。石とそれで作った道具につい

て紹介。



（3）旧徳山村民家　移築復元

。　経　過

昭和60年2月　宮川澄雄氏（当時揖斐郡徳山村

戸入在住）から民家提供の申し

出があり、県博としては徳山村

有形民俗文化財収集の一環とし

て移築復元することにする。

3月　第1回調査

5月　民俗文化財収集について徳山村

と協議

9月　徳山村文化遺産等保存検討会

（県教委文化課・県歴史資料館・

県博物館・徳山村）

61年5月　小寺武久氏（名古屋大学工学部

助教授）に調査を依頼

9月　調査報告にもとづき移築復元の

基本構想決定

62年1月　第1瑚工事（解体・土地造成）

完了

（4）自然展元室1　整備充実

開館以来12年目を迎え、自然科学の進歩はめ

4月　徳山村閉村、藤橋村へ合併

9月　第2期工事（復元・付帯設備）

完了

10月7日　完成式　1階部分を無料公

開、2階部分は物置とする。
。事業費

61年度　敷地造成費　　6，600千円

解体保管費　　3，800

かや騰入費　　3，600

他　　　　　100

計　　　14，100

62年度　修景工事費　　　300

復元工事費　17，000

他　　　　　778

計　　　18，078

合　計　　　32，178

。　展示方法など

資料約100点を、生活の実態がわかるよう

に展示した。

・ふるさとの樹木の幹の展示を、木幹と実物標

本の枝葉・実の連動で確認できるよ
岳I　　　　　　　　痛論一　　　　　総遭査　　　　　　　　　　定泣言

さましく、研究成果をより正雄に、しかも教育　諌

的に配慮した展示とするため、昭和62年度は、

「自然展示室I」の一部を整備し充実を図った。

観覧者に興味・関心をひき起こさせるように、よ

り立体的、動的展示に心掛けた一部の紹介。

・飛騨の山の大判写真を撤去し、大型のスクリー

ンに、ナレーション入りのマルチスライドで飛

騨の山の四季を紹介。
・乗鞍岳の背景の白黒写真をカラーに、生息し

ている烏の写真を全てはく製とする。高山植物

うにした。

・帰化植物、帰化動物のコーナーを新設した。

帰化植物をカラーコルトン、バインダー方式

で標本を展示。帰化動物をジオラマ、はく製で

のレプリカ12種を追加し、北アルプスに生息す　　代表的なものを展示。

るハナカミキリ16種の標本で、高度差による分

布の違いを展示。

●： � 
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〔特　別　展〕

（1）濃飛の弥生時代

4月22日㈱～6月7日（日）

原始から古代へ、日本の歴史の画期に位置す

る弥生時代は、稲作・金属器の使用、布の衣服

の着用など、後の日本の生活文化の基礎が築か

れた時代であった。本展では県内で出土した考

古資料を中心にその生活文化の移り変りを分り

やすく展示紹介すると同時に、この時代におい

て濃飛が東西文化の接点としての特色を明瞭に

示したことに注目し、その視点に立脚した展示

構成を行った。展示資料は1，000点を超えたが、

その多くはこれまで未公開であったものが多く、

それを一堂に会しえ、濃飛の弥生時代の概要を

示しえたことが本展における最大の成果であっ

たといえよう。

＜展示構成の概要＞

展示は、I．大陸からの風、を導入部とし、Ⅱ

濃飛の弥生文化、Ⅲ、弥生人の祈り、Ⅳ．大和

王権の進出、V．濃飛の弥生時代研究の先達、

の5つのコーナーで構成した。

大陸からの風では、石庖丁を始めとする新し

い石器、木材の活用、糸と布の活用、土器の変

化や炭化米など、生活文化全般にわたる変化を

出土遺物を中lmこ展示紹介した。またこのコー

ナーには、当館が試作した織機をはじめとする

試作品の数々も展示した。また「東海への伝播」

という小コーナーを設け、前期における遠賀川

式土器と条痕文土器とを対比させることにより、

東西文化の接点としての中部地方を浮彫りにさ

せた。

濃飛の弥生文化では、濃飛から出土した典型

－16－

的な前・中・後期の土器の展示を導入とし、西

濃・中濃・東濃と飛騨の3地域に分け、各遺跡

から出土した弥生土器を中心に展示した。また

中濃地方では特に牧野小山遺跡に焦点をあて、

尾張の朝日遺跡出土土器との対比を行い、美濃

への弥生文化の到来を浮彫りにさせた。また、

中部地方の弥生土器を代表する「パレススタイ

ルの壷」の小コーナーを設け、県内出土の同土

器を網羅した。

弥生人の祈りでは、土墟墓や方形周溝墓から

の出土遺物や県内出土の銅鐸、銅鏡などを展示

し、濃飛弥生人の精神生活の一端を紹介した。

特に県内で出土している銅鐸の全て（5口）を
一堂に会しえたことは、本展の成果のひとつで

あった。

大和王権の進出では、弥生土器の土師器への

移行、県内最古の古墳とされる円満寺山古墳出

土鏡などを通して、濃飛における弥生時代の終

焉にふれた。

濃飛の弥生時代研究の先達では、戦前・戦後

を通じ、この研究への先駆的役割をはたし、貴

重な資料を収集した林魁一・小用栄一・江馬修

の収集品、遺品などを展示し、その業績を紹介

した。なお、本展にあたり御協力をいただいた

個人、県内外の関係機関の方々のご配慮にこの

場を借りて深く謝するものである。

4／22（県博日曜講座）「郷土の先土器時代」講考戴襲会員

5／5（親子教室）「火おこし器をつくろう」

5／17（県博日曜講座）「縄文から弥生へ」

5／24（特別展講演会）「弥生から古墳へ」諜大讃聾

6／7（親子教室）「弥生土器をつくろう」

悪筆経巻意
想桑1r営農
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（2）外国から侵入した生きものたち

7月15日（杓～9月6日（日）

アライグマ・ヌートリアなど中型の哺乳動物

の話題が新聞に掲載されたり、イネの宙を食べ

るスクミリンゴガイのピンク色の卵が博物館へ

持ち込まれたりされるようになった。一方、住

宅地・河原などでは、今まで見られなかった植

物が、在来の植物より美しい花を咲かせ、勢い

よく分布を広げている。

人とのかかわりの中で分布を広げている身近

な帰化生物の実態は調査されていない。何年に

岐阜に侵入したのか。その後、どのように分布

を拡大していったのか、資料がないのが実情で

ある。

今回の特展は、過去の特展「ふるさとの植物」

における帰化植物調査や、資料紹介展「植物の

ルーツをさぐる」における北米からの帰化植物

標本の紹介をふまえて行った。同時にアライグ

マの調査・ヌートリアの県内分布調査が進展し

ていたこともあって、帰化生物展へと発展して

いった。

植物については、飛騨の帰化植物を調査され

ていた長瀬秀雄氏やメリケンカルカヤ・ギグチ

コンギクの調査で束濃から飛騨まで調査された

二村延夫氏に助けられた。動物では、梶浦敬一

氏から、アライグマなどの資料を提供していた

だいた。また、NHKから、アライグマ、ヌー

トリアの映像資料の提供を受けることができた。

この特展を通して、帰化植物目録を作製でき

たことは大きな成果と考えたい。

＜展示内容＞

I　帰化生物の歴史

このコーナーでは、帰化植物の定義、稲とと

もに入ってきた農耕雑草といわれている植物、

ネズミやモンシロチョウなど人と共に分布を拡

大していった生物、を展示する。展示が単調で

あるため、中心を伊吹山の薬草と飯沼慾斉に置

き、ふるさとを強調した。

Ⅱ　外国文化の流入と帰化生物

江戸末期以降に外国から侵入した生物を帰化

生物として取り上げた。帰化植物は大型が多く、

借用標本を直接パネルにはりつけ、植物がイメー

ジ化できるように努めた。動物標本のほとんど

は剥製展示とした。アメリカザリガニなどは、
一匹だけでなく5－6匹配置した。

Ⅲ　貿易拡大とともに侵入した生物

ここでは、植物と同時に、小さな昆虫を展示

した。非常に数が多くなってきたが、一部をⅣ

で取りあげた。

Ⅳ　注目すべき帰化生物

ヌートリアの生態ジオラマを自作した。この

展示は、単に標本をならべるだけで終ってしま

う構成に変化を与えた。

Ⅴ　開発と帰化生物

セイタカアワダチソウ・メリケンカルカヤ・

セイヨウタンポポなどの分布の変化を通して、

人といかにかかわってきたか考えさせようと試

みた。

中央三角パネルでは、北米の資料を使用しな

がら、逆に北米へ帰化した生物の紹介をした。

マメコガネの展示では、アメリカ農務省から資

料を提供していただいた。

今回の特展期間中、ブルーギル・スクミリン

ゴカイなど7種類の帰化動物を飼育展示した。

広報活動としては、「外国から侵入した生き

ものたち」を20回にわたって新聞掲載した。

10年ごとに、このような展示を持っことも、

ふるさとの変容を知る一方法であろうと考える。

－17－
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（3）飛騨の匠

10月7日（水）～11月23日㈹

飛騨の匠のおこりは遠く奈良時代にまでさか

のぼる。律令で定められた庸・調などの税のか

わりに、律令国家は、飛騨から1年に100人は

どの人々を宮殿や寺社の造営に差し出すことを

定めた。都の人々はこの集団を「飛騨の匠」と

呼ぶようになり、その名声は全国に広まった。

やがて律令制度の崩壊とともに匠の徴発はゆ

るんでいったが、その秀でた技は、後世の飛騨

人にうけつかれ、さらに広い分野で磨きあげら

れてきた。

本特別展では長い伝統にかがやく飛騨の匠の

歴史をたどりながら、今に残る技を実物資料や

写真で5つのコーナーに分けて紹介した。

＜展示のねらい＞

i＼）＼膨（／／ ���ｲ���

露 ����
∴ 　　　　　弦 

撃撃晴間 
▲「飛騨の匠」展示会場

18－

▲高山祭麒麟台彫刻＜唐子群遊＞

＜主な展示資料＞

〈1）匠のおこり　　「飛騨の匠物語」（葛飾

北斎さし絵・石川雅望著）、延喜民部式版本

（2）建築　　藤原宗安像、木鶴大明神像、大

工道具、棟梁の晴れ姿（衣装・儀式など）、久

津八幡宮本殿及び高山東照宮標札、久津八幡宮

軒付「水呼ぶ鯉」、古川町五社神社「水呼びの

鯉」、千鳥格子、稲荷社等

（3）一位細工と一位一刀彫　　第・短冊箱等

一位細工、松田亮長の一刀彫・根付・旅日記、

亮派代々の作品、一刀彫工程資料等

（4）飛騨春慶　　成田三体の作品、江戸時代

から明治期の作品、工法過程資料と諸道具等

（5〉　高山祭屋台彫刻　　麒麟台・石橋台・恵

比須台・五台山・琴高台、春の山王祭より5基

の彫刻、谷口与鹿の屋台彫刻下絵等

＜関連事業＞
。講演会　　　　10月18日（日）

・講　師　前高山市郷土館長　丸山茂氏

・演　題　「飛騨の匠と高山祭屋台＿）

。県博日曜講座　11月8日（日）

・講　師　高山市文化財審議会委員

八野忠次郎氏

・演　題　「飛騨の匠の歩んだ道」

期間中毎日曜日「飛騨の匠と屋台」「一位一

刀彫」のビデオ及び「－受け継がれる匠の技」等

3本の16mm映画の上映をした。

本特別展では門外不出の高山祭屋台彫刻の展

示他、松田亮長の一刀彫、高山市島川原町の稲

荷社等所蔵者の多大な協力を得貴重な資料を初

公開することができた。

展示・事業いずれも大好評であった。



〔資料紹介展〕

（1）はかり

〔12月15日（火）～1月31日〈日）〕

「はかる」という行為は、古くから行われて

きた。はかるための最初の単位は、一歩の長さ

や、両手をひろげた長さなど、人の体を使った

ものであったと考えられている。さらに農業や

商業などが発達するにつれて、「はかる」ため

の器具である「はかり」が現れ、共通の計測単

位が生まれてきた。

本資料紹介展では、岐阜県計量検定所などか

ら寄贈を受けた館蔵資料を中心として、ものさ

し・柳・秤などの「はかり」や、「はかり」を

検査する「はかり」などを紹介した。この展示

により、日頃使い慣れた「はかり」を見直す契

機になることを意図した。

＜展示構成＞

展示構成は、第1「はかる」・第2「ものさ

し－長さをはかる－」・第3「研一量をはかる－」

・第4「秤一重さをはかる－」の4つのコーナー

に分けた。

第1のコーナーでは、岐阜県計量検定所のメー

トル原器やキログラム原器をはじめ、度量衡法

規・大正10年の計量展覧会出陳目録・はかり

販売店が義務付けられていた販売先名簿などの

文書関係資料、初期のタクシー料金メーター・

圧力計の検査をするための基準分銅式標準圧力

計・地震計などの度量衡以外の「はかり」資料

を紹介した。また、パネル展示としては、古代

エジプトの「死者を裁くはかり」や「身体を使っ

た単位」・「生活における、、はかる′′基準」な

どを示した。これらの資料によって、「はか

る」ことの意味を総合的に理解できるように配

＼～、ヽ ∴十 ㌧∴∴ ��（素 と 倡����ﾇ��"��hｻ����;��瀕：∴：醤 撼 ��

i ��� �� 

＼＼ ��ミ〈＼鶴＼もー∴ ／＼＼＼怨間藤 

慮した。

第2のコーナーでは、日頃使い慣れたものさ

しをとりあげた。ガラスをはかるために先端に

金属がついている竹製直尺や、勾配の計算が簡

単にできるなど応用範囲が非常に広い曲尺・は

さみ尺などを紹介した。

第3のコーナーでは、最近はあまり見かけな

くなったが、かつては日常生活に大きくかかわっ

ていた桝をとりあげた。天明5年の銘がある方

形一斗柳をはじめ、穀用・液用の方形桝や円筒

樹を紹介した。さらに、一般の人はほとんど目

にすることがなかった、桝の検査用具（方形研

検査用具・円筒形樹検査用具・基準樹・容量比

較器・検査用斗概など）も展示した。

第4のコーナーでは、秤に関するものをとり

あげ、大きく天秤とさお秤に分けて紹介した。

天秤の所では、江戸時代に両替屋が使用したも

のをはじめ、実験や調剤用の上皿天秤・貴金属

をはかる精密天秤・戦時中に製造された陶磁製

のおもりをはかる検査用基準秤などを展示した。

さお秤の所では、江戸時代のものをはじめ、種々

のさお秤を展示した。また、各種の分銅（基準

分銅・検査用繊度分銅なども含む）やおもり

（江戸時代の石のおもりも含む）もまとめて展

示した。

フロアーでは、精度0．1gの大型の基準天秤

（明治時代のもの）などを展示した。

＜関連事業＞
・1月10日に県博日曜講座18で「はかりの

歴史」を実施した。
・小冊子「はかり」発刊、配布。

なお、この展示を実施するにあたり、岐阜県

計量検定所には、大変お世話になった。

離 佇)�顋�9��霽�� 

‘ 一一一：　∴．シ： 
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（2）身近な資源　石灰岩
－セメントからはみがさまで－

（2月17日～4月10日）

私たちの祖先は、古くから建築物や、工芸品

などの資材として、石灰岩を利用し、今日の文

明を築いてきた。

現在では、私たちの生活から切り離すことが

できないセメントの主原料や、鉄鋼の副原料の

ほか、ガラス・薬品などの日用品をはじめ、肥

料や飼料などに広く使われている。

今回の資料紹介展では、石灰岩の特徴、石灰

岩中に含まれている化石、石灰岩地帯を好む生

物、くらしの中の石灰岩について紹介した。身

近な資源として大切な石灰岩について考え、さ

らに、ふるさとの自然を理解する一助となるこ

とを意図した。

＜展示内容＞

◎いろいろな岩石

全体の導入として、種々の火成岩、堆積岩、

変成岩を展示し、その中で、石灰岩、結晶質石

灰岩がどこに位置づけられるかを紹介した。

◎石灰岩の特徴

種々の石灰岩や苦灰岩、石灰質角礫岩、珪灰

石等を展示するとともに、石灰岩の性質につい

て紹介した。さらに、石灰岩の性質に関連させ

石灰華と木の葉石、鍾乳石、方解石等について

展示し、石灰岩の性質のその特徴について紹介

した。

◎石灰岩と化石

ウミユリ、ハチノ巣サンゴ、フズリナなど、

石灰岩中に含まれる化石を展示し、石灰岩とふ

るさとの化石について紹介した。

▲　展　示　風　景
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◎石灰岩地帯を好む生物

石灰岩地域に生育するシダ植物やそこにすむ

マイマイなど、アルカリ性の土を好む生物につ

いて紹介した。

◎石灰岩の利用

セメントをはじめ、いろいろなところに石灰

岩が利用されていることを紹介し、石灰岩が身

近な資源として重要であることを解説した。

◎中央には、自作偏光顕微鏡を10台設置し、

岩石プレパラートの観察ができるようにすると

ともに、結晶質石灰岩等の岩石を配置し、触れ

ることができるようにした。また、解説書（手

づくり）を無料で配布し、展示では解説できな

い部分を補った。

＜関連事業＞

資料紹介展開催中の関連事業として、「石灰

岩と私たちのくらし」というテーマで県博日曜

講座を行った。展示とからんだ講座、教室は極

めて有意義な活動であると思う。

そのあらわれの一つとして、土岐市のSさん

から寄せられたハガ羊の文面を紹介する。

前略

先日は「石灰岩と私たちのくらし」というテー

マで楽しいお話をしていただき、ありがとうご

ざいました。

私にとって大変勉強になりましたことは、次

の点です。

・鼠石岩・白石岩・ドロマイト・珪灰岩・蛍

石などの粉末はなじみがありますが、これを原

石の状態で見ることができたこと。
・少ない予算をやりくりして創意工夫し、手

製の偏光顕微鏡をいくつも作られて、鉱物を一

般の人に親しみのもてるものにしようとしてお

られる情熱。

・石灰岩で構成されている地域とシタとは縁

が深いということを知ったこと。昔、中国では

石灰岩とほうびそう（シダの一種）とを重ねて

焼いて紬薬の原料の一種としました。

・実験に使用された石灰岩が、約2億3千万

年前のものであること。

まずは、お礼まで　　　　　　　草々



〔その他の展示〕

（1）野鳥展　（4．26－5．24）

日本野鳥の会・岐阜県支部では、毎年5月の

バードウィークを中心に野鳥展を開催し、野鳥

の保護と自然に親しむ啓蒙活動を続けてきた。

今年は、支部創立20周年を迎え、一人でも多

くの方に野鳥のすぼらしさを知っていただきた

いとの考えから、岐阜県博物館を会場として企

画・展示された。「この鳥を救おう」とのテ一

〇県内各地の探鳥案内　　　　8ヶ所

○野鳥写真　　　　　　　　　30点

○ミニサンクチュアリ　　　　庭のモデル

○カスミ網　　　　　　　　　パネル

○野鳥クイズ　　　　　　　　パネル

（2）飯田逸博氏寄贈展（10．20－11．23）

飯田逸博氏は、日本昆虫学会、岐阜県昆虫分

布研究会など昆虫関係の諸団体に属し、中学生

の頃より蝶の採集・研究を続けてこられた。昭

和61年9月死去され、これまで30年間に採

集された大量の標本が残された。40才であっ

た。氏の標本の特色は県内各地を歩き、地区ご

とに整理されていることである。特に岐阜市の

蝶は、今後の資料として貴重である。兄囲富民

の好意により、岐阜市の蝶を中心に標本箱にし

て34箱、約3000点の寄贈を受けた。寄贈標本

を中心に、飯田逸博氏の紹介を含め展示会を実

マで、会員の撮影した生態写真や手づくりのパ

ネルで会場構成をした。ミニサンクチュアリや

ジオラマ（デゴイ）も立体的な展示で、多くの

人の関心を集め大好評であった。

書　類　　　○　○　鱗

塾疑、、

施した。

各新聞も意欲的に取りあげてくれた。来館者

にも非常に好評であった。
／Sミ＼－＼ �� 

／ 剩ｮ∴ ∴∴訪1∴ 
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○自然観察のこみち整備充実

自然観察のこみちは、博物館のピロティーから職員駐車場まで、　烏

全長およそ600m。アカマツの自然林や雑木林のなかをくぐり、

星山の豊かな自然にふれられるよう設けられている。

入口が目立たぬため、今回博物館の玄関階段下から、マンサク

の林を経て既設のこみちまで、230m延長した。この整備事業は岐

阜農林高校の林業科・加茂農林高校の林業科の生徒が、校外実習

を兼ねて作業を担当してく

ださった。また樹木伐採後

の遊歩道の整備は、昭和建

物管理の岸二郎氏の献身的

な努力によるものである。

3月4日には、全職員で

サクラ・カエデ等60本の

植樹をした。
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〔調査研究・資料収集活動〕

（自然部門）

動物分野
・帰化動物分布調査及び資料収集

12科13種を確認した。

帰化動物分布のアンケート調査では、猟友会、

漁業協同組合、小・中学校教諭の協力を得る。

いずれも特別展「外国から侵入した生きもの

たち」で発表した。

・湿原の調査及び資料収集

岐阜県内の湿原を調査し、湿原で見られる動

物の調査及び資料収集を行った。

＜収集した主な標本＞

クロサンショウウオ、イモリ、ネズミ類、ト

ンボ類、ヒメタイコウチ、ネクイハムシ類な

ど。

トンボは40種を確認した。ヒメタイコウチ、

ネクイハムシ類については、詳しい分布調査

を行った。

・笠ケ岳連峰（吉城郡上宝村）の昆虫調査

前年度に引続き笠ケ岳連峰に生息する昆虫類

の調査を行った。今年は、高山性ハナカミキ

リ（カミキリムシ科）の調査に重点を置き、

その成果の一部を常設展示に発表した。

また、昨年までの調査で発見されたハネカシ

科の新種が、渡辺泰明氏、沢田高平氏によっ

て記載され、タイプ標本が収蔵された。

・旧徳山村（揖斐郡藤橋村の一部）の昆虫標本

前年度に引続きダム建設にともなって湖底に

沈む旧徳山村の昆虫調査、資料収集を行った。

植物分野
・帰化植物分布調査及び資料収集

40科212種を確認し、岐阜県内の分布の

大要を把握する。その結果を、特別展「外国

から侵入した生きものたち」で発表した。

収蔵標本を日録として出版した。

帰化植物スライド200点を収蔵する。

本調査で飛騨地区は長瀬秀雄氏、二村延夫氏、

西濃地区は広田艶子氏の協力により調査を進

めることができた。

・湿原植物調査及び資料収集

岐阜県内の湿原を調査し、湿原に生育する植

－22－

物の調査及び資料収集を行った。

岐阜県内湿原植物の分布を明らかにすると共

に、未調査であったミズゴケ相の研究を行い、

ミズゴケ相を明らかにした。

本調査は飛騨地区は長瀬秀雄氏、二村延夫氏、

東濃地区は加藤寿朗氏の協力で進めることが

できた。

加茂郡における社叢林の調査

ムササどの生息環境としての社叢林を調査、

併せて食性樹種の判定を実施した。結果は研

究報告書に記載する。

地学分野

笠ケ岳連峰の地形調査及び岩石採集

前年度に引続き調査と採集及び地形写真撮影

を行った。特に、双六岳カールの測量を行い、

杓子平カールとの比較検討を行った。

共同研究「岐阜県大野郡白川相馬狩大窪沼の

成因と自然保護」についての調査

大窪沼周辺の地形、地質及び岩石採集、地形

等の写真撮影を行った。更に、新しく珪藻か

ら考えられる沼の環境について調査項目を設

け、調査を行った。

大黒谷（大野郡荘川村）の中生代白亜紀手取

層辞の化石調査及び収集

この調査は、最近石川県白峰村で恐竜の歯や

足跡の化石が発見されたことに関連して、同

じ手取層群の分布地である荘川村尾上郷周辺

で行ったものであるが、いまのところ目立っ

た発見はない。

旧徳山村の地質調査友び磯谷地区の化石採集

磯谷地区は、美濃話中・古生層の成因を調べ

る上で重要な地域と思われるので、今後詳し

い調査を行いたい。

∴∴「∴ 
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▲　化石の採集



・福地地域（吉城郡上宝村）の調査及び化石採　　　金白谷、空山などの地点において、海縁・床

集古生代デボン紀～二畳紀の動物化石を中心　　板サンゴ、腕足類、三葉虫などの動物の化石

に、東京大学教養部浜田陸士教授の指導で調　　　およそ100点を収集した。

査及び収集を行った。

館　　　　　　　　　　　　蔵 劔借　用 弍����R�計 

実　物 兒����ｲ�移管・自作 その他 弍������>��H�｢�

動　　　　　物 �#h�3ゴ��16 ��cB�（14，634） ��R�0 �#x�3�Cb�

植　　　　　物 度�33�r�35 �����（5，075） ���0 度�3SC"�

岩石・鉱物 ���3都��5 都2�（　513） �#��3 �(�3�s"�

化　　　　　石 ���3�3b�31 �#"�（1，033） 鼎r�19 ���3鉄R�

そ　　の　　他 鉄r�22 ��c��（　15） ���0 �#Cr�

計 �3��3�3"�109 田�r�（21，270） 塔"�22 �3��3ツ"�

複製には模型・ジオラマを含む（昭和63年3月31日現在）

資料寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）

▲　寄贈資料の一部
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（人文部門）

館　　　　　　　　　　　蔵 劔借　用 弍����R�計 

実　物 兒����ｲ�その他 ��弍����｢�

考　　　　古 ���3塔r�166 俑8����3s���鉄�2�185 �(�3塔r�

●　　　　　　　　　　　　　　　”“ ���3�c2�31 ��#(������3�S���3�2�13 ���3S3"�

民　　　　俗 ���3ss��1 祷������3ss�����19 ���3����

美術・工芸 �##R�17 �3x���������s���#S��1，149 ���3cビ�

そ　　の　　他 ���0 ���0 ���1 ���

計 店�3�SB�215　　2201　4，790 剴��3�SR�1，367 嶋�3����

複製には模型・ジオラマを含む（昭和63年3月31日現在）

1．資料寄贈者芳名一覧表（敬称略・受入順）

具足・胴着・鞍　他

張　場・銭　枕

頭議書′」単女用文他

粉　　　　　　　本

巻きたばこ製作器他

樟　　　　　　　秤

手廻し式ワラ打ち器

古　　　　　　　銭

煙　　　管　　　他

子供　の　晴着他

春慶塗工程見本板

仏　　　　　　　壇

一位一刀彫工程

高　　　　　　　札

飛騨春慶「っるべと

花器」工程

は　か　　り　　他

基準分銅式圧力計

はかり関係書籍他

年中行事関係資料

鬼　　　の　　　面

竹　腰　欣　子

平　田　省　三

西　　部　　廉

小　　島　　茂

宮　　崎　　惇

宮　　崎　　惇

町野金以知

早　　川　　要

野　田　準　二

蹟　田　照　夫

県工芸試験場

岩　背　光　男

津　田　亮　定

後　　藤　　博

飛騨春慶連合協

同組合

伊　藤　康　世

県計量検定所

2．新館蔵資料紹介

・一位一刀彫工程資料

飛騨の一位一刀彫は、昭和50年国の伝統的工

芸品として通産大臣から指定を受けている。昭

和62年度秋季特別展「飛騨の匠」において一位
一刀彫の紹介をした。出品いただいた資料の中

から飛騨一位一刀彫協同組合理事長：津田亮定

一24－

氏のご好意により、一刀彫工程資料を寄贈いた

だいた。イチイ材五工程（木取り一型抜き一荒

彫り一中彫り－仕上げ）の資料である。

・飛騨春慶「つるぺ花器」工程資料

飛騨春慶は、昭和50年国の伝統的工芸品とし

て通産大臣から指定を受けている。「批自」・

「割目」などが代表的な木地であるが、特別展

「飛騨の匠」に出品いただいた資料の中から、

飛騨春慶連合協同組合理事長、岩本喬氏の御好

意により、「割目」の「つるべ花器工程資料」

を寄贈いただいた。さわら材四工程（木地－
→下塗り一一十摺り一一一三上塗り）の資料である。
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・斎藤義龍画像

当館の画像の複製計画は、代表的な武将の肖

像画を製作することにしているが、本年度は斎

藤義龍の肖像画を製作した。

本資料の原像は岐

阜市常在寺所蔵のも

ので、義龍の子龍興

が寄進したものと言

われる。昭和50年

斎藤道三画像と共に

国重要文化財に指定

されている。

義龍像は、上畳に

端座した姿が丹念に

描かれ、画像の中央

には「南無妙法蓮華

経」の名号が、下段

の右側に「前左京地

雲峯玄能居士」が記され、さらに左側に「永□

四年辛口五月十一日」と没年月日が銘記されて

いる。

・糸織成二枚胴朱具足・黒塗紺糸威背割試具足

両資料共、竹腰正夫氏（尾張藩附家老・今尾

藩主竹腰氏の末裔）の夫人欣子氏より寄贈いた

だいたものである。

両資料共竹腰家伝薬のもので、糸緋威二枚胴

朱具足には、下記の由緒書がある。

「慶長十九年甲寅十二月大坂之役石川主頭忠綱

陣営近今橋四町許時之城兵放鉄砲l急実。

正信君有事而到忠綱陣営時吾兵殆及狼狽正信

君見之把所使持之、鉄砲六挺更放之城兵為之揮

易侍臣中西権之助詞玉去帰後忠綱以使者贈朱塗

甲南一領謝之次歳夏役者之発車

右三信君侍臣稲葉徳右工門所等記者也」

甲は朱塗日根野頭形、胴は朱塗横矧二枚胴、

小手、下散（草摺）、侃楯、膀当とも朱塗の甲

胃で、桃山時代末期に製作された実戦的な「当

世具足」であり、原型をとどめた資料価値の高

いものである。またこの具足は、試具足を兼ね

て製作したものであり、他と比較して著しく重

い具足である。

▲糸緋威二枚胴朱具足　▲黒塗綿糸威背割試具足

黒塗紺糸威背割試具足には、下記の記録が

ある。

「大坂夏御陣之時道輝君ニハ背割之具足エツル

ノ差物瀬田卜云ル馬二召シ真田崩レヲ御乗廻人

数ヲマトメ尾張流ヲ引具シテ大旗ヲ馬前二建サ

セ天王寺ロヲ御乗アゲニ相成武者振ヨシトテ御

車済後モ評判セント也」

胴は背割横矧五枚胴で各段に弾痕がある。す

なわち前胴5発、後嗣7発、右胴2発・左隅2

発の計16発にのぼる弾痕があり、試しに用い

た具足であると思われ、製作年代は江戸初期の

ものである。甲は74間小屋甲で、鉢は戦国期

のものを使っている。背中で引合わせる背割と

いう非常にめずらしいものである。

・鬼の面

これは吉城郡宮川村の高

野功氏より寄贈された。面

というよりも、3　5cmX

7cmの板に鬼の顔を描き、

その下に平年は12本、う

るう年には13本の線をひ

いたものである。高野氏は

この面を毎年節分の時に、

12－13個作成し、家の

周囲に置き、子供に取らせ

る。なお高野家ではこの面

を用いて、特徴ある節分行

事を毎年行っている。

ぎ

ご

霊

注

㌣

霊
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〔教育普及活動〕

1．概　　略

県民の生涯学習の場として、様々な要求にこ

たえるべく、多彩な催しものを企画・実施した。

博物館ならではの普及活動に努力したが、入館

者数・催しもの参加者数のみからすれば、減少

傾向をくいとめることは成し得なかった。PR

活動に一層の工夫が必要であろう。しかしなが

2．移　動　展

「ふるさとの植物と動物たち」というテーマ

で、笠原町・瑞浪市で実施した。

ら類似施設が、同様な、もっと大かかりな企画

を打ち出す以上、百年公園の豊かな自然に恵ま

れ、自然・人文を井せもつ総合博物館としての

独創的な活動が求められているようにも思わ

れる。

図書資料は例年に増して、貴重な資料の寄贈

を受けた。

。笠原町中央公民館　7．29（水）～8．9（日）

・入場者数　　　　2，249名

・ふるさと教室　　7　30休）

。瑞浪市総合文化センター　8．12休）～8．23（日）

・入場者数　　　　3，518名

・ふるさと教室　　8．15仕）

両会場とも近代的な設備の整った素晴しい会

場であり、教育委員会の熱心な活動により大盛

況であった。今年から加えた「魚」も好評だった。

3　資料貸出し

他館での展示会、研究会、学校での教材等に貸出した主な資料。

＜人　文＞

。奈良県立美術館（415－6．15）

・稲葉一鉄所用甲胃　1領

・戸田公所用甲胃　1領

。NHK（63、2．18－4．24）

・戸田公所用陣羽織1枚

。岐阜市歴史博物館

・藁製品等　　　　　32点（7．18－8．26）

・十六銅鐸　　　　1日（10．1－11．30）

・江馬細香画他　　　7点（63．3．5－4．5）

。岩村町史民俗資料館（11．1－11．24）

・佐藤一斎書　　　　5点

。ぎふ百年のあゆみ展実行委員会（中日新聞）

・はかり関係資料　　22点（8．7－8．19）

。岐阜県自動車税事務所

・祭り関係パネル　　4点（7．1－9．30）

0岐阜地区市民生活協同組合

・祭り関係パネル　　26点（11．26－12．1）

〇羽島市歴史民俗資料館

・藁製品　　　　　12点（63．3．15－5．15）

－26

＜自　然＞

。鳥取県立博物館（7．20－9．7）

・デスモスチルス全身骨格レプリカ　1点

。伊自良村歴史民俗資料館（7．16－9．16）

・若石およびパネル　　　　　　　　52点

。神戸町中央公民館（7．20－914）

・岩石およびパネル　　　　　　　　50点

。闇市瀬尻小学校（11．21－11．28）

・魚の化石　　　　　　　　　　　　8点

。日本生物教育全国大会（7．27－8．5）

・笠ケ岳の生物一昆虫・植物等　　200点

。少年科学センター（4．23－5．22）

・ゲンゴロウ　タガメなど　　　　12点

。加茂高等学校（9．5－9．9）

・モモンガ、ムササビ、テン剥製　　3点

。美濃加茂市太田公民館（63．3．11－3．27）

・ふるさとの魚標本およびパネル　150点

。丹青社（12工6－12．26）

・植物、動物スライド　　　　　　　87点



4．昭和62年度　刊行物一覧

名　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?｢�壁・頁 兀H���B�備　　　考 

岐阜県博物館だより　第32号 田(�CH�C��B54頁 ′′′′ ′′′′ �#S����ﾈ�ﾂ��ﾈ�ﾂ� 

／′　　　　　第33号 田(�Cx�C��

′′　　　　　第34号 田(�C���C��

岐阜県博物館報　　　第10号 田(�CH�C��B5　31頁 ��S��� 

岐阜県博物館調査研究報告　第9号 田8�C8�C3��B5　78頁　　1000 

昭和62年度岐阜県博物館催しもの案内 田(�CH�C��B4表裏　25000 B3表　5000 

特別展（図録・小冊子・リーフレット） 田(�CH�C#"�B5　40頁　　　300 凵i友の会増刷） 

濃飛の弥生時代（図録） 劔500 400 

外国から侵入した生きものたち（リーフ） 田(�Cx�C�R�A5　16頁　　12000 

飛騨の匠（図録） ��3c(�C���Cr�B5　40頁1　300 

特別展ポスター 濃飛の弥生時代 外国から侵入した生きものたち 飛騨の匠 �����ﾇh�3(����#����凵| 

資料紹介展 はかり（小冊子） 身近な資源一石灰岩一一（小冊子） 劔 

旧徳山村民家（リーフレット） 田(�C���Cr�B5　表裏i25000 

5．博物館実習生指導　（8月2日～9日）

岐阜女子大学の4名の学生を指導した。

6．ポスター掲示板新設

県内はもとより、全国の博物館・美術館から

送られてくるポスターを休憩ラウンジ等にわず

かばかり掲示していたが、2月末に大型掲示板

を玄関ロビーの右壁面に新設した。入館された

方への他館情報として有効に利用したい。

7．図書資料室

図書資料室では、約12，000冊の本を開架式で
一般来館者の利用に供している。購入による資

料収集の他に、他館との資料交換、寄贈等によ

県博物館史あるいは岐阜県の博物館史研究のた

めにも少しは役立つと考え、岐阜県博物館開館

り年々その図書は充実してきている。　　　　　資料全64冊をここに残す次第です」とある。

本年度の特筆すべき寄贈図書として、笠松町

中央公民館長宮崎惇氏からの『岐阜県博物館開

館資料全64巻』がある。昭和47年の博物館開設

準備室時代から、昭和51年の開館の年までの博

物館づくりの原資料を目録化し、製本されたも

のである。第1巻の総もくじのまえがさに

「年がたてば、創設の精神や苦心は忘れ去ら

れる場合が多いものである。（略）将来、岐阜

置．1′、（l欠／のす→成一、「｛へ・ヰ′

tJi′11′・し▼　書出3人－‾く／・－嶋・・

つく，賀p′！リノ貢巾のlAJ．

、｛itう．タ書，＾レjOl！巧、、，jfl′）と

．トノーl－ナIl、高一－　9、の、高書Iltつ

意Jl．fl

生霊駕飢霊　霧窮
諾，霊芸嵩究’∴し∴完
，中一申年工人一　′団．378㌦
AI、・′■りイrIIIb越し旬月－′i▲〉両

年i，i　ケ・lいち▲　母′、Ilnの

均の，り全′旬．こユニへ7時〔7
録●eljlj一審置き

”拘，らナ撃沈く

ら霊「各

禾）踊希望の方は図書資料室職員にお申出下さい。

一言…　　　　上下）冊誓書華弱開閉
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〔図書資料寄贈者芳名一覧〕

（昭和62年4月1日～

昭和63年3月31日）

〔博物館関係〕

国立民族学博物館

国立歴史民俗博物館

国立科学博物館、附属自然教育園
東京国立博物館

東京国立近代美術館
京都国立博物館
憲政記念館

岐阜県美術館

岐阜県歴史資料館

岐阜県立図書館

岐阜市歴史博物館

内藤記念くすり博物館
大垣市郷土館

大垣市歴史民俗資料館

瑞浪陶磁資料館

瑞浪市化石博物館

高山市郷土館
飛騨自然博物館
アイヌ民俗博物館

小梅市博物館
札幌芸術の森

斜里町立知床博物館

苫小牧市博物館
市立函館博物館
標津町歴史民俗資料館
北海道開拓の村

北海道開拓記念館

穂別町立博物館

青森県立郷土館
八戸市博物館

岩手県立博物館
岩手県立農業博物館

大船渡市立博物館

仙台市博物館

仙台市歴史民俗資料館

東北歴史資料館

軽電神社博物館

秋田県立博物館

秋田大学鉱山学部附属鉱業博物館
山形県立博物館

山形大学附属博物館

須賀川市立博物館

会津民俗館

致道博物館

福島県立博物館

福島市児童文化センター
栃木県立しもつけ風土記の丘資料館

栃木県立博物館
小山市立博物館
茨城県歴史館

群馬県立近代美術館

群馬県立歴史博物館

－28－

浦和市立郷土博物館

埼玉県立近代美術館
埼玉県立さきたま資料館

埼玉県立自然史博物館

埼玉県立博物轄

埼玉県立民俗文化センター

埼玉県立歴史資料館
戸田市立郷土博物館

館山市立博物館
君津市立久留里城址資料館

千葉県立安房博物館

千葉県立大利根博物錆

千葉県立上総博物館
千葉県立総高博物館

千葉県立房総風土記の丘

千葉県立房総のむら

千葉市加営利貝塚博物館

成田山霊光館

船橋市郷土資料館
足立区立郷土博物館

大田区立郷土博物鰭

家具の博物鱈

神奈川大学日本常民文化研究所

紙の博物館

古筆学研究所
西武美術館

渋谷区立松清美術館
品IIi区立品川歴史館

サントi）－美術館

東京都高尾自然科学博物館
豊島区立郷土資料館

八王子市立郷土資料轄

町田市立博物館

目黒区美術館（準備室）
府中市郷土の森
たばこと塩の博物館

毎日学校美術館
明菜資料館

郵政省逓信博物館

国際基督教大学博物館

湯浅八郎記念館
東京農工大学工学部附属繊維博物館

国学院大学文学部考古学資料館
東京農業大学農業資料室

明治大学商品陳列館

明治大学考古学博物館

神奈川県立博物館

神奈川県立自然保護センター

神奈川県立金沢文庫

鎌倉国宝館
Iii崎市青少年科学館

川崎市産業文化会轄

芽ケ崎市文化資料館

根岸競馬記念公苑馬の博物館

箱根町立大涌谷自然科学館

平塚市博物館

船の科学館

横須賀市博物館

横須賀市人文博物館

横浜市美術轄開設準備室
横浜海洋科学博物館
相川郷土博物館

柏崎市立博物館
長岡市立科学博物館

石川県白山自然保護センター
石川県立美術館

石川県立歴史博物館

小松市立博物館

福井県立博物館

福井県立若狭歴史民俗資料館

福井市立郷土歴史博物館
福井市立郷土自然科学博物館

富山市科学文化センター
富山市考古資料館

山梨県立考古博物館
山梨県立美術館

愛知県陶磁資料館

愛知県文化会館
熱田神宮宝物館
一宮市博物館

稲沢市荻須記念美術館
おかさき世界子ども美術博物館

昭和美術館
瀬戸市歴史民俗資料館

豊橋市美術博物館
日本モンキーセンター

名古屋市博物館

名古屋市科学館

名古屋市見晴台考古資料館
名古屋大学総合研究資料館

半田市立博物館

博物館明治村

鳳来寺山自然科学博物館
三好町立歴史民俗資料館

リトルワールド

大町山岳博物館

上高地自然数室

信濃町立野尻湖博物館

長野市立博物館
松本市立博物館

久能山東照宮博物轄

静岡県立美術轄

静岡市立登呂博物館

下田海中水族館

東海大学海洋科学博物館

東海大学自然史博物館

沼津市明治史料館

沼津市歴史民俗資料館

浜松市博物館

富士市立博物館

富士美術館
ベルナール・ヒュフェ美術館



焼津市歴史民俗資料館

海の博物館

尾鷲市立中央公民館郷土室

日本カモシカセンター

藤原畠自然科学館
滋賀県立近江風土記の丘資料館

滋賀県立琵琶湖文化館

市立長浜城歴史博物館

京都市考古資料館

京都府立総合資料館

京都腐立丹後郷土資料館
思文閣博物館

霊山歴史館

大阪市立博物館

大阪市立自然史博物館

大阪市立東洋陶磁美術館

大阪市立電気科学館

大阪人権資料館

堺市博物館

神戸市立博物館

兵庫県立歴史博物館

橿原市千塚資料館

奈良県立美術館

奈良県立民俗博物館

大和文華館

和歌山県立自然博物館

和歌山市立博物館

岡山県立博物館

笠岡市立竹喬美術館

倉敷市立自然史博物館

津山洋学資料館
津山科学教育博物館

市立津山郷土館
厳島神社宝物館

新市町立歴史民俗資料館
日本はさもの博物鱈

広島県立歴史民俗資料館

広島市安佐動物公園

宮島町立宮島歴史民俗資料館

秋吉台科学博物館

山口県立博物館

倉吉市立倉吉博物館
鳥取県立博物館

徳島県博物館

香川県自然科学館

讃岐民芸館

愛媛県立博物館

瀬戸内海歴史民俗資料館

松山市立子規記念博物館
北九州市立考古博物館

北九州市立自然史博物館

北九州市立児童文化科学館

北九州市立歴史博物館

福岡市博物館建設準備室

佐賀県立博物館

長崎県立美術博物館

大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資

料館
別府大学附属博物館

宮崎県総合博物鱈

熊本県立美術館

鹿児島県立博物館

鹿児島県歴史資料センター黎明館
鹿児島市美術轄

名護博物館

〔博物館協会〕

日本博物館協会

全日本博物館学会

全国科学博物館協議会

東海地区科学施設協議会

埼玉県博物館連絡協議会

静岡県博物館協会

神奈川県博物館協会

愛媛県博物館協会
広島市動物園協会

〔役所関係〕

岐阜県商工課

可児市役所

関市役所

各務原市役所
土岐市役所

板取村役場

伊自良村役場
高富町役場

多治見市社会教育センター

萩原町役場

平田町役場
古川町商工観工譲

吉月間J文化協会

岐阜市民会館

岐阜市文化センター
大垣市文化会館

多治見市文化会館

美濃加茂市文化会館

川島町民会館

〔教育委員会関係〕
岐阜県教育委員会

岐阜県教育センター

岐阜県同和教育協議会

岐阜県文化課

岐阜県小中学校校長会

岐阜県PTA連合会

夏、冬の友編集委員会

岐阜市教育委員会
大垣市教育委員会

関市教育委員会
美濃加茂市教育委員会

可児市教育委員会

高山市教育委員会

中津川市教育委員会
御嶽町教育委員会

白鳥町教育委員会

坂下町教育委員会
穂積町教育委員会

古Iii町教育委員会

藤橋村教育委員会

美並村教育委員会

河合村教育委員会
徳山村教育委員会

洞戸村教育委員会

丹生川村教育委員会
久瀬村教育委員会
笠松町社会教育視聴覚協議会

根室市教育委員会
八戸市教育委員会
いわき市教育委員会

岩手県文化振興若葉団

川崎市教育委員会

相模原市教育委員会

東京都教育委員会
新島本村教育委員会

福生市教育委員会

世田谷区教育委員会

千葉県教育委員会

山梨県教育委員会

韮崎市教育委員会

浜北市教育委員会
一宮市教育委員会

岡崎市史編さん委員会
幸田町教育委員会
豊橋市教育委員会

水口町教育委員会
鯖江市教育委員会

滋賀県教育委員会

藤原町教育委員会

京都市教育委員会
尼崎市教育委員会

西紀、丹南町教育委員会
豊中市教育委員会

広島市教育委員会

松山市教育委員会

福岡市教育委員会

長崎県教育委員会

山鹿市教育委員会

〔学校関係〕

海津北高等学校

岐阜第一一女子高等学校

各務原高等学校

郡上高等学校
加茂高等学校
加茂農林高等学校

岐山高等学校

不破高等学校

羽島高等学校
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羽島北高等学校

富田学園

高校地理研究会

岐阜県高等学校助手研究会

岐阜県高等学校生物教育研究会
岐阜大学教育学部

岐阜大学農学部
岐阜女子短期大学

岐阜女子大学

岐阜薬科大学附属薬草園

中部女子短期大学

中京短期大学

聖徳学園女子短期大学

東海女子大学

日本大学文理学部自然科学研究所

国学院大学博物略字研究室

学習院
多摩美術大学

図書館情報大学
立教大学博物館学研究室

同志社大学博物館学芸員課程

明治大学学芸員課程

立命館大学文学部

愛知大学文学部

仏教大学歴史研究所

市郎学園短期大学人文科学研究会

静岡大学理学部地球科学教室

関西大学考古学等資料室

島根大学山陰地域研究総合センター

〔研究機関、出版社、その他〕

奈良国立文化財研究所一飛鳥資料館

文化庁

国立教育会館社会教育研修所

宮内庁書陵部

宮内庁正倉院事務所

農林水産省農林水産技術会議事務局

元興寺文化財研究所
玉川文化財研究所
山梨文化財研究所

東京都埋蔵文化財センター

神奈川県埋蔵文化財センター

千葉県埋蔵文化財センター

千葉県文化財センター
滋賀県埋蔵文化財センター

福岡市埋蔵文化財センター

東京文化史学会

真砂遺跡調査団
広島県草戸千軒町遺跡調査研究所

極楽寺宗教文化研究所

観光資源保護財団
美術研究所

美術文化史研究会
民具製作技術保存会

農林文化研究所

東北新幹線中里遺跡調査会
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清荒清澄寺
ポーラ伝統文化振興財団

ポーラ文化研究所

古代学協会

日展

美術倶楽部

行動と文化研究会
日本美術刀剣保存協会

徳島県企画調整部文化の森建設事務

局

国土調査
地質調査所

国画全
日本実生研究会

日本常民文化研究所

日本イヌワシ研究会

帝塚山考古学研究所

名古屋植物防疫所

名古屋営林局

活断層研究会

京都服飾文化研究財団

岐阜県観光連盟

岐阜県企画部土地対策課
岐阜県企画部統計課

岐阜県公害研究所
岐阜県工業技術センター

岐阜県農業技術教育センター
岐阜県工業試験場

岐阜県工芸試験場

岐阜県歴史資料保存会

岐阜県昆虫同好会

岐阜県哺乳動物調査研究会
岐阜県情報処理教育センター

岐阜県郷土資料研究会

岐阜県農業総合研究センター

岐阜県テザイン振興会

日本野鳥の会岐阜県支部

日本野鳥の会岐阜支部ヒダブロ

事務局
土岐少年自然の家

御嶽少年自然の家

伊自良青少年の家

関ケ原青少年自然の家

岐阜県文化財保護協会
大垣市文化財保護協会

養老町文化財保護協会
八百津町文化財保護審議会

地域社会研究会

欲斎研究会

飛騨郷土学会

長良川河口せきに反対する市民の会

伊自良文芸クラブ
書道心画院

日本の竹を守る会岐阜県支部

富士市部市整備部みどりの課
東海財団
日本生命財団

中信美術奨励基金
木曽川下流工事事務所

松屋銀座美術部

第一物産株式会社

日本通運株式会社

金子工業株式会社東京支部

飛騨建設工業倶楽部

中日新聞岐阜総局
月刊西美濃わが街社

北白川書房
郷土出版社
TAPタウン情報きふ

ばっちばっち出版部

東京書籍株式会社
岩波書店
東京美術

啓林館
日本美術刀剣新聞社

海外学人日刊社
今日郵政月刊社

〔個　人〕

天野　俊也

飯田　国富

石田　鎌一

岩佐　　寛

大地晶太郎

大塚　之稔

大塚　孝一

ク　大塚　佑二

大樋長左衝門

小野木三郎

小径　和博

清水　正明

高木　泰夫

中島　鉦次

西村　昭平

広瀬　　鎮

広田　照夫

堀　　誠宏

増山たっ子
徳山村の自然と歴史と文化を語る集　三日清次郎
い

（揖斐谷の自然と歴史と文化を語る

集い）

郡上史談会
霊山顕彰会岐阜県支部

美濃民俗文化の会

宮崎　　惇

森田　　潔

森田　誠司

矢内　桂三

吉臨　幸平

吉田　　博



〔利用状況〕

1．入館者数

今年度は、入館者総数66，785人、前年

度に比べ約9％の減少であった。

また、開館日数は302日であり、1日平均

の入館者は221人であった。

月別の入館者数は下表のとおりである。1日

の入館者が最も多い日は5月4日で1，781

人を数えた。

団体入館者をみると、271団体23，201

人で入館者総数の約35％にのぼり、月別では

10月が最も多く、団体入館者総数の約42％

（1）月別入館者数

を占めている。

これを県内、県外別にみると、県内が184団

体13，384人で全体の約58％を占め、県外

では愛知県が圧倒的に多く、78団体9，221

人で全体の約40％を占めている。

特別展期間中の入館者数は下表のとおりであり、

入館者総数47，475人、1日平均349人で

あった。これは入館者総数の約71％にあたり、

特別展への関心の高さがうかがえる。

月　別 傅ﾈ��(h���b�高　大　生 儉｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�1日平均 

4　月 �(�3鼎i�ﾂ�675人 �8�3##��ﾂ�6，850人 �#i?｢�263人 

5　月 滴�3ツ2�980 店�3csb�11，5119 �#r�4　2　7 

6　月 ���3��B�435 �(�3c���4，160 �#R�166 

7　月 ���3�c��798 ���3c���3，477 �#r�129 

8　月 ���3�#2�297 �8�3C�"�5，622 �#b�216 

9　月 ���3C3"�14　0 �8�3����4，762 �#B�198 

10　月 嶋�3����1，500 滴�3c�2�15，083 �#r�559 

11月 �8�3����364 滴�3#���7，672 �#B�320 

12　月 �(��x��r�4　3 店�����911 �(��2�40 

1　月 �8��s��88 ���3����1，467 �#2�64 

2　月 鼎CR�55 ���3#���1，708 �#2�74 

3　月 牝｣���118 �(�33#b�3，554 �#r�13　2 

合　計 �#x�3CS��5，493 �38�3�32�66，785 �8�����"�2　21 

（2）特別展期間中の入館者数

特別展名 弍ｨ����ｭB�小中生 俘)�Y�b�一　　般 佗b�

濃飛の弥生時代 田(�CH�C#(�ﾃc(�Ch�3r�6，800人 ���3C�i�ﾂ�7，709人 ��X�3�#Y�ﾂ�

外国から侵入した 生きものたち 田(�Cx�C�X耳�(�C��C�R�3，243 ���3��"�5，944 ����33c��

飛　騨　の　匠車10，7′重2．11．23 �11，160 ���3scb�8，255 �#��3����

合　　　　計 �21，203 滴�33cB�21，908 鼎x�3CsR�

2．施設利用者

今年度の講堂、研修室の利用者は次のとおり

であった。

（1）講　　堂

62，9．25　美濃教育事務所

（小中学校新規採用教員研修）

63．2．28　岐阜野尻湖友の会

（2）研修室

62．5．24　日本美術刀剣保存協会岐阜県支部

8．16　岐阜県中学校理科研究部会

9．9　岐阜市中学校教務主任会

10．13　岐阜県小中学校教育研究会

11．29　日本美術刀剣保存協会岐阜県支部

63．220　岐阜民俗学研究会
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〔博物館関係団体〕

（1）岐阜県博物館協会

岐阜県博物館協会は「会員相互の連絡提携の

もとに、社会教育の建仝な推進と文化の向上に

寄与すること」を目的に、昭和41年に設立さ

れた。協会セミナー（年4回）、機関紙（季刊）、

会員研修会（年3回）等の諸活動をくり広げ、

設立の目的に沿うべく努力している。

昭和63年3月現在、会員館園は94。個人

会員25名、会長以下主な役員は次のとおり。

会長一蒔田浩（岐阜市長）　副会長一平田吾

郎・青木允夫・森崎利光　理事長一松本五三

協会事務局は岐阜県博物館内にある。

（2）岐阜県博物館友の会

「博物館事業の普及を図るとともに、会員相

互の教養を高め、親睦を図ること」をめざして

発足した友の会も5年日の活動に入った。62

年度を振りかえると、その活動がようやく軌道

にのったといえよう。

まず会員数は293名に逢した。前年度より5

名多い微増にとどまったが、この規模で定着し

たようである。年齢構成は50・60歳代がほ

ぼ半数を占め、実年世代の強い学習意欲を感じ

させる。こうした実体からみて、生涯学習の場

としての友の会の使命を改めて痛感した。

主催事業のうち、研修の旅は日帰り3回、1

泊2日1回の計4回を企画、実施したが、今後

もこのペースを崩さずに計画をたて“仲間とと

もに学ぶ楽しさ”を十分体験できる内容にして

いきたい。

「博物館事業の普及を図る」という目的につ

いては、研修の旅のコースの中に、県博物館の

特別展を組み入れるなどの工夫を試みたが、さ

らに検討を加え、実のあるものにしたい。

財政基盤の整備充実のため、前年度末に会則

を改正して導入した後援会員制度は、実質的に

初年度ではあったか、県内の団体、企業、個人

のご理解を賜わり、まずまずの成果をあげるこ

とができた。資料等の作成頒布事業の拡充とと

もに今後も積極的に進めていく方針である。

会務の運営については、会員による自主的な

運営という面で、なお研究の余地が多く残って

32－

▼飛騨古川の古い町並みを見学する会員たち

いる。財政基盤の充実とともに63年度の課題

といえよう。

◎昭和62年度友の会の事業

＜会　議＞

総会4．25　　役員会3　26

＜研修の旅、他館見学、講座＞
・自然探訪（蛭ケ野ほか）　5．3　　40名参加

・歴史探訪（木曽三川）　　6．21　40名参加

・同　（中山道ほか）　9．12　　44名参加

・同　（古I用町ほか）10．25－26　37名参加

・県美術館見学　　　　　　8．9　11名参加

・歴史講座

＜友の会報発行＞
・第11号　　　4．1　500部　　A5　6頁

・第12号　　　7．1　500部　　A5　6頁

・第13号　　101　500部　　A5　6頁

・第14号　　11　500部　　A5　6頁

＜資料等の作成頒布＞
・特別展図録「濃飛の弥生時代」　　500部

「飛騨の匠」　　　　　400部

・絵はがき　「岐阜県博物館＿」l種類追加

・「展示案内」「ひるがの」等

＜その他＞
・親子教室等共催事業　15回

・会員助成（入館料補助）

・県博物館へ図書寄贈

◎昭和62年度友の会役員

会　長　熊田光久

副会長　長屋一男　国光溢天　顔田照夫

森崎利光

◎昭和62年度予算
一般会計　844，228円　特別会計1．201，203円



Ⅳ　利　用　案　内

・開館時間　　4月1日ト10月31日　　　9時ト16時30分

11月1日ト3月31日　　　9時30分ト16時30分

（入館は16時まで）

・入　館　料　　（）内は特別展開催中の入館料

区　　分 侘(���������ﾂ�団体（20人以上） 

股 �#��苓�鼎��苓�｢�150円（1300円） 

高校・大学生 ����苓��#��苓�｢�50円（100円） 

小・中学生 鉄�苓�����苓�｢�30円（　60円） 

※団体で利用していただく場合には、下見においでください。

解説資料・利用案内等をさしあげ、館内をご案内します。

・休　館　日　　月曜日（月曜日が祝日にあたるときは翌日）

年末年始（12月27日卜翌年1月4日）

・駐　車　場　　博物館には駐車場がありませんので、百年公園の駐車場をご利用ください。

駐車料金……普通（軽）自動車　200円、バス　500円

・父　　　通　　名鉄美濃町線　小屋名下車　徒歩約15分

岐阜バス　　　小屋名下車　徒歩約15分

自家用車ご利用の場合は百年公園北口からお入りください。

用l′1滴

実 　篤 　∴∴ 糊∴iii誇。l鮎h∴∴∴ゐ 

∴「 部 　∴ 恥 ��X��������ｦ鳴����������iｲ�H��������∴∴：∴∴∴ 雪目＼、慰　⊥旧 i河1 〒？／高値〉 RZZ　蔵 　王 　∴ i（）ノ∴辛 

1　　　　　　　　111時（ノ8　間JC 

斥　　　　　　　　　　　　中和軸i綱筋 

〒50132　岐阜県関市中屋舌（岐阜県白色公園（ノ）℡（05／5）？8　3111（代表）

一一33－


